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板橋区立加賀中学校



進路を考えるときに・・・

① どんな職業に就きたいか。

② そのためには、どんな進路をとったらよいか。

③ 自分の適性・実力、進路の情報や知識などの

いろいろな角度から検討して考える。

④ 家庭でよく進路について話し合う。

これが進路決定の中心となります。



多くの中学生は
進路選択として「進学」を選びます

「進学」先で
何を求め、何を身につけていくのかを

よく考える必要があります

進路 = 行ける学校
・・・ではありません



高等学校の
種類と内容



設置者別

都立……都内全域にあり、原則共学。
私立……各校独自の教育理念に基づいた

教育が行われている。
男子校、女子校、男女別学の学
校、男女共学の学校がある。

国立……都内には６校あり、すべて国立大
学の付属高校である。
入試日は都立高校よりも早い。



課程別
全日制…平日の朝登校して、午後まで授業

を受ける。修業年限は３年。

定時制…ある一定の時間帯にまとめて授業
を受ける。修業年限は３年以上で
４年が多い。

通信制…普段は郵送される教材や放送を
使って自宅で学習する。



単位の取得方法別

学年制…学年によりそれぞれの取得しなけ
ればならない単位(授業)が決めら
れている。多くの高校は学年制。

単位制…自分に応じた科目を選び、単位を
積み上げていく。必要な単位数を
とらないと卒業できない。自分で
時間割を作る。



教育内容別
普通科……普通科目を教育する。

コース制を設けているところも
ある。(語学、理数など)

専門学科…専門的な知識や技術を教育する。
(商業、工業、科学技術、農業、
芸術など)

総合学科…普通科目と専門科目の両方を
教育する。



入試制度
都立高校編



応募資格

都内に住所を有し

保護者と同居している者
入学後も引き続き都内から通学することが確実な者

都立入試の募集について



都立高校の入試

①推薦入試（推薦に基づく入試）

◆ 一般推薦

◆ 文化・スポーツ等特別推薦

◆ 理数等特別推薦

②一般入試（学力検査に基づく入試）

◆ 第一次募集

◆ 第二次募集



①推薦入試について

◼第一志望であること

◼志願変更はできない

◼受検辞退や合格発表後の辞退は不可

◼中学校長の推薦を受けた者

◼応募倍率は２倍以上になることが多い

昨年度 北園：2.61 豊島：4.0 板橋：3.48

応募資格



文化・スポーツ等特別推薦

◼学校の個性化・特色化の推進

◼卓越した能力をもつ生徒を評価

同じ学校の

一般推薦にも出願することが可能



推薦に基づく選抜日程（一般推薦及び特別推薦）

出願 令和８年１２月１９日（金）～１月８日（木）

→インターネット出願（入力期間）
※１月８日以降に学校での承認作業を行います。

検査 令和８年１月２６日（月）・２７（火）

発表 令和７年２月２日（月）

→HPと校内掲示

※合格したら必ず進学しなければならない



推薦に基づく選抜日程（一般推薦及び特別推薦）

提出書類
・一般推薦書（中学校作成）

・入学願書（受検生作成）

・自己PRカード（受検生作成）

・調査書（中学校作成）

・入学考査料 サイト上決済または領収証書をアップロード

※両方受検の場合は推薦書と考査料がそれぞれに必要

中学校から郵送



選考について（推薦）

・調査書

・推薦書

・個人面接

・小論文or作文

特別推薦のみ

・個人面接or集団面接

・実技検査

集団討論は各校ごとに
←実施の有無が異なる



②一般入試について

◼学力検査を行う一般的な入試

◼願書提出後に志願変更ができる

◼一次募集

→原則５教科（国数英社理）

◼二次募集

→原則３教科（国数英）



学力検査に基づく選抜日程（第一次募集）

出願 令和７年１２月１９日（金）～２月５日（木）

→インターネット出願（入力期間）

検査 令和８年２月２１日（土）
面接等がある学校はこの日以後に指定される

発表 令和８年３月２日（月）

→HPと校内掲示



学力検査に基づく選抜日程（第一次募集）

提出書類
・入学願書（受検生作成）

・調査書（中学校作成）

・スピーキングテスト個人レポート
（中学校作成）

・自己PRカード（受検生作成）
※面接がある学校は出願時に提出する

・入学考査料 サイト上決済または領収証書をアップロード

中学校から
郵送



志願変更

入学願書取下げ
令和８年２月１２日（木）

入学願書再提出
令和８年２月１３日（金）

※新聞や東京都教育委員会HPにより、
志願者倍率を調べる必要がある。

※変更できないケースもある。



応募人数変化の例 令和６年度入試

取り下げ前 志願変更後

学校名 募集人数 応募人数 倍率 応募人数 倍率

豊島 253 612 2.42 574 2.27

文京 284 399 1.4 408 1.44

竹台 183 295 1.61 280 1.53

板橋 221 362 1.64 348 1.57

大山 169 90 0.53 103 0.61

北園 253 458 1.81 450 1.78

高島 252 313 1.24 326 1.29



Q.  インフルエンザ等にかかり学力検査
（第一次募集）を受けられませんでした。

A.
学校保健安全法第１９条による出席停

止により、第一次募集を受検できなかっ
た生徒は『追検査』による特別措置があ
ります。

追検査は後期募集と同じ日程ですが、
扱いは異なります。



特別措置
出願

令和８年３月 ５日（木）

追検査
令和８年３月１０日（火）

※インフルエンザ・新型コロナウイルス等
学校感染症罹患者に対して実施



一般入試の総合得点の算出

合計１０００点満点

学力検査の得点
５００点満点

調査書点
６５点満点

７００点満点に換算 ３００点満点に換算

※一部の学校はさらに面接・作文を実施

＋スピーキング
テスト（２０点）



一般入試の調査書点について

学力検査を５教科実施した場合、学力検査を
実施しない実技４教科を２倍にして計算

５×５ ＋ ５×４×２ ＝ ６５点満点

教科 国 数 英 社 理 音 美 体 技・家

学力
検査 ○ ○ ○ ○ ○

内申 ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５



総合得点の算出方法（全日制）

５教科入試（比率７：３）のＡ高校を受験

総合得点

教科 国 数 英 社 理 音 美 体 技・家

学力
検査 83 65 92 68 94

内申 ４ ３ ４ ３ ５ ３ ３ ２ ４

４０２点 （４＋３＋４＋３＋５）＋（３＋３＋２＋４）×２＝４３点

＋ ＝

＋【スピーキングテス
ト・２０点満点】



スピーキングテストについて

◼AからFまでの６段階で評価をされ、評
価を点数に換算

ESAT-J結果
（評価） A B C D E F

都立高等学
校入試で取
り扱う点数

20点 16点 12点 ８点 ４点 ０点



スピーキングテスト（ESAT-J 3）

中学校の授業で学んだ英語で「どのくらい話せるよ
うになったか」を測るためのテスト。令和４年度から、
都内公立中学校３年生を対象にした「ESAT-J」の実施
を開始、令和５年度から、中学校１年生対象の「ESAT-

J YEAR 1」、２年生対象の「ESAT-J YEAR ２」を開始。

【実施日】

令和７年１１月２３日（日）予備日：１２月１４日（日）

【会場】

都立学校、大学、民間施設等



都立入試 主な変更点

【これまで分割募集を実施してきた全日制課程の高校】

日本橋高校、八潮高校、蒲田高校、田園調布高校、深沢高
校、竹台高校、大山高校、田柄高校、青井高校、 足立新田

高校、足立東高校、淵江高校、南葛飾高校、府中東高校、
山崎高校、東村山高校、羽村高校、 秋留台高校、野津田
高校、中野工科高校、練馬工科高校



入試制度
私立高校編



私立高校の入試
①推薦入試

中学校長の推薦を受け、各高校との入試相談を経て、

面接・適性検査等を受験する。

②併願優遇入試

各高校との入試相談を経て、上位志望校が不合格だった場
合、進学することを約束して一般受験の生徒とともに学力検
査等を受験する。

※合格後は他校の二次募集等は受験できない

③一般入試（フリー入試）

学力試験・面接・実技試験等を受験する。



都内私立高校入試 日程例

<推薦>
入試相談 １２月１５日～
出願 １月１５日～
試験 １月２２日～
合格発表 １月２３日～

<一般・併願優遇>
出願 １月２５日～
試験 ２月１０日～
合格発表 試験日翌日など



私立高校入試の形態

推薦入試

併願優遇

中学校校長の推薦が必要
内申点等の基準あり（一部出願資格のみ）

筆記試験と面接･作文の結果で合否決定

内申点等の基準あり
一般入試で優遇（不合格の可能性有）

第１希望

第２希望

何でも

一般入試



入試相談とは・・・

中学校の先生と私立高校の先生との間で、あらか
じめの相談があります。高校側からの推薦基準を
具体的な数値で示し、ある程度の可能性を知るこ
とができます。

例）内申27(9教科),10(3教科),1は不可
3年間合計欠席15日以内,
中学校の生活面で問題のない者 など



①（単願・Ａ）推薦
◼ 第一志望であること

◼ 受験辞退や合格した場合の入学辞退は不可

〈推薦条件〉

・中学校長の推薦を受けた者

・高校の示す基準や条件を満たしている

・中学校と高校間の入試相談が必要である

〈特徴〉

・説明会や体験入学の出席を出願条件とする場

合がある

・調査書、面接、作文、適性検査等による選考



② 併願優遇
※上位志望校が不合格の場合は必ず入学する

※合格後は他校の二次募集は受験不可

〈条件〉

・高校の示す基準や条件を満たしている

（推薦入試より高い基準や条件）

・中学校と高校間の入試相談が必要である

〈特徴〉

・一般入試で一般受験の生徒とともに学力検査等を受ける

・都立（一次・分割前期）の合格発表まで入学手続きを待ってく

れる（延納手続きが必要な場合がある）

・他の私立高校を第一志望に認める場合も増えている



・願書 各自が取り寄せる

・受験料 ２０,０００円程度

・調査書 作成は、中学校で行う

開封厳禁（無効になる）

・その他 都立などとの併願では、手続きを
延納できる場合がある。
（延納届けが必要な場合は注意）

私立高校の出願について



◆併願優遇

上位志望校が不合格の場合は必ず入学する。

◆条 件
・高校の示す基準や条件を満たしている。
・中学校と高校間の入試相談が必要である。

◆特 徴
・一般入試を受験する。合格可能性は比較的高い。
・入試の得点によっては不合格になるときもある。
・都立(一次･分割前期)の合格発表まで入学金等を

待ってくれることが多い。
・都立（追検査）の合格発表まで入学金等を待っ

てくれるか否かは、各私立高校との確認が必要。



①希望校の説明会に保護者と参加

それぞれの目で見て、比較・検討する。

入試の仕組み、内容をしっかり理解する。

個別相談をする。（推薦･併願優遇希望者）

②保護者と十分相談し受験校を決定

志望の意志が明確でないと私立高校との

入試相談は進められません。

私立高校 受験校決定までの留意点



１０月 第一志望校（都立・私立の方向）の明確化

１１月 三者面談 → 具体的な志望校

１２月 三者面談

→ 私立受験校決定

→ 受験方法(推薦or併願優遇or一般)決定

成績判定会議（校内）

入試相談 → 私立高校の判定

１月～

２月

＜推薦＞

願書提出（1/15～）

推薦入試（1/22～）

合格発表（1/23～）

＜併願優遇＞

願書提出（1/25～）

一般入試（2/10～）

合格発表（2/11～）

推薦・併願優遇・一般入試までの流れ

※都外の学校を受験する場合は日程が異なります。



受験・卒業関連で準備するもの

①調査書等記載住所氏名など確認書類
②諸活動の記録作成準備資料
③卒業証書用氏名確認

④受験用個人写真撮影…11月18日(火)

⑤調査書等作成依頼書
⑥推薦願…推薦希望者
⑦併願優遇願…併願優遇希望者

10/23(木)
配布予定

12月面談時
配布予定












